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例言

ｌ本書は，新潟県から新潟市が委託を受け，新潟市教育委員会が調査主体となって平成７（1995）年度と平成８（1996）

年度の２カ年にわたって実施した笹山前遺跡（新潟市遺跡番号７)，神明社裏遺跡（新潟市遺跡番号１９）及び城山遺跡

（新潟市遺跡番号２８）発掘調査の報告書である。

２各遺跡の所在地，推定面積及び今回の調査面積は巻末の抄録に記した。

３調査記録及び出土遺物は全て新潟市教育委員会が埋蔵文化財センター（新潟市太郎代２５５４番地）に保管している。

４出土遺物に対する注記は笹山前遺跡を「SY｣，神明社裏遺跡を「シン｣，城山遺跡を「JY」とし，以下出土位置や出土

層位，取上番号等を記した。

５本書の執筆・編集は麿野耕造（新潟市埋蔵文化財センター主事）が担当し，写真は鹿野と古越永子（新潟市埋蔵文化

財センター主事）が撮影した。また，全般に埋蔵文化財センター職員の協力を得た。

６発掘調査の実施及び本書の作成に当たり，下記の方々をはじめとして多くの方々から指導・援助をいただいた。記し

て感謝申し上げます。

相沢央甘粕健荒川隆史石川智紀石原正敏小熊博史小黒智久小野昭春日真実金子拓男

川村浩司小池邦明小林昌二斎田美穂子坂井秀弥菅沼亘鈴木暁関雅之関根慎二高橋保

高橋正志高漬信行滝沢規朗田中耕作田辺早苗谷藤保彦寺崎裕助立木宏明鶴巻康志戸根与八郎

永嶋正春橋本博文福田仁史藤塚明本間桂吉前山精明増子正三渡漫裕之渡漫朋和渡漫ますみ

新潟県新潟農地事務所亀田郷士地改良区株式会社オリス山武考古学研究所株式会社新潟藤田組

三浦工業株式会社

（敬称略）

凡例

ｌ本書に掲載した平面図等の方位は真北を基準としている｡なお,新潟市付近では磁北は真北から約７度西偏している。

２遺構の種別は次の略号で示した。

掘立柱建物：ＳＢ井戸：ＳＥ士坑：ＳＫ溝：ＳＤピット：Ｐ性格不明遺構：ＳＸ

３本書に掲載した遺物には，実測図・写真・観察表とも同番号を付し，本文中では原則としてそれを用いた。

４土器実測図の断面は原則として白抜とし，須恵器については黒塗りとした。

５土器の口縁部，底部のいずれもがｌ/３以下しか残存していない場合，復元実測の精度が著しく落ちていると判断し，

実測図の中心線付近を一部切ってその旨示した。
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ｌ調査の経過

（１）調査に至る経緯

県営圃場整備事業（先進技術導入モデル事業亀田郷地区）に伴い，平成６（1994）・７年度に新潟市教育委員会が試

掘・確認調査を実施した。その成果に基づいて新潟県新潟土木事務所と現地の遺跡保護について協議を行った結果，笹

山前遺跡・神明社裏遺跡・城山遺跡では工事に伴う現状変更が避けられないこととなったため，工事着手前に本調査を

実施し，記録を保存することとなった。

（２）調査期間と体制

平成７年度は笹山前遺跡及び神明社裏遺跡のうち農道にかかる工事を行う部分について記録保存のための発掘調査を

行った｡本体事業を年度末までに終了しなければならないため,やむを得ず厳冬期の調査となった。降雪を避けるため，

原因者の提案により笹山前遺跡の調査範囲には可動式のテントを設置したが，中が暗くなるため土居の観察が困難にな

るなど，総体的にあまり効果が上がらなかった。調査作業員は地元在住者を中心として延べ９４１人を雇用した。また，

調査員として横越村教育委員会職員１名，民間発掘調査会社（山武考古学研究所）社員１名の派遣を受けた。

翌８年度は笹山前遺跡の南端部分が畑から水田に切り替わるため大幅に切り下げられる部分について，また城山遺跡

については遺跡の北端付近に設置される農道部分について調査を行った。

出土品等の整理作業は平成７年度の現地調査時から埋蔵文化財センターで室内作業員を雇用して実施し，平成８年度

も引き続き継続することにより，３遺跡分の報告書を８年度に刊行することとした。

（３）調査経費について

以上の調査及び整理作業にかかる経費は，全体の７５％を原因者としての新潟県が負担し，新潟市教育委員会と委託契

約を締結して発掘調査を行った。農家負担分の２５％については文化財保護部局が負担し，その割合は国庫補助５０％（調

査経費中１２．５％)，県補助２５％（調査経費中６．２５％)，新潟市が一般歳出により２５％（調査全体経費中６．２５％）となっ

た。額面は以下のとおりである。

:：Ｈ上
可〃卜

平成8年度笹山前遺跡・城山遺跡発掘調査経費

１

平成7年度笹山前遺跡・神明社裏遺跡発掘調査経費
費目 額 備考

共済費 6２，７９５ 労災保険･雇用保険
賃金 5,928,484発掘現場作業員延べ941人
報償費 408,000Iﾆリﾖ査員報償費
旅費 1，０２８，１１０ 職員日当43,070円･外部調査員旅費975,140円ほか
需ｆ引費
消 毛品費
燃〉斗費
Ｅ]刷製本費

6３３，２４１

(490,615）
(26,305）
(116,321）

発掘用具･整理用具ほか
灯油ほか

フィルム現像等
役務費 4,800

一
’
一

＝

モI送料
使用料及び賃借料 ９，８３１，６１６ 仮設ビニールハウスー式7,063,224円･仮設組立ハウス等一式2,768,392円
合計 1７，８９７，０４６

費目 額 備考
共済費 786,452労災保険･雇用保険･健康保険･厚生左三金･児童三三当拠出金
賃金 2０，１１９，７４８ 発掘現場作業員延べ2,192人･望些理作業員延べ530.5人
旅費 1０１，７８０ 職員日当ほか
需｝弓I費
消耗品費
燃料費
印刷製本費

１，９１３，２８４

(1,040,029）
(84,020）
(789,235）

発掘用具･整理用具ほか

灯油ほか

フィルム現像等

,役務？雪 ９，６００ 垂I送料

使用；'３．及び賃′昔料 4，６４６，６０３ 仮設ハウス･ベルトコンベア等
合計 2７，５７７，４６７

管理者
長方形



２遺跡の立地と周辺の環境

（１）笹山前遺跡

笹山前遺跡は新潟市の南部に隣接する亀田町中心部から東へ約３．５kｍ地点の蔵岡字笹山前に立地し，笹山の集落を中

心に，南側を中心として微高地上に大きな広がりを見せる。この微高地は，亀田砂丘前列（阿賀野川以東新砂丘１－２列

に対比される）の残丘状をなす小砂丘に由来するものと考えられる。周辺の沖積地からの比高差は，最高で２～3ｍを測

る。遺跡周辺の畑などから縄文土器，古墳時代の土師器などが採集され，昭和２５（1950）年ころから遺跡であることが

知られていた。

調査前の状態は畑地で，近世以降のものと思われる盛土が施されているほかは，良好な状態を保っていた。平成７年

度に実施した範囲確認調査では包含層が４層認められ（図２のⅢ～Ⅵ層)，うちⅢ。Ⅳ層は平安時代の遺物を含み，Ｖ・

Ⅵ層は縄文時代から平安時代までの遺物を含む。遺構確認面はⅣ層上面（主として平安時代）及びⅦ層正面（縄文時代

～古墳時代）の２面が認められる。全体としては，縄文時代から平安時代にかけて断続的に営まれた集落跡の一部と推

定された。砂丘基盤層の上に黒色砂が乗り，その上に厚い粘土の層，そして一番上に表土及び耕作士が堆積している。

こうした様相は北側に隣接する神明社裏遺跡でもほぼ同様である。

今回の調査範囲では，最も高いところで標高約２．５ｍを測り，そこから南東及び南西方向に低く落ち込む。笹山の集

落はここよりさらに１ｍほど高いことからみて，遺跡全体が小さな丘のような地形であったと考えられる。

（２）神明社裏遺跡

神明社裏遺跡は新潟市笹山前字宮浦８９ほかに立地し,笹山前遺跡の北西側に近接する｡小砂丘上の立地であることや，

士層の堆積状態なども笹山前遺跡とほぼ同様である（図２)。ただし遺構確認面（Ⅳ層上面。Ⅶ層上面）はいずれも平安

時代のものと認められる。笹山前遺跡と違い，縄文や古墳などそれより古い時代・時期のものは発見されていない。今

回の調査区は既存の道路部分ほかに相当し，上層は部分的に撹乱が散見されたが，全体の遣存状態は良好であった。

（３）城山遺跡

城山遺跡は新潟市蔵岡字城山２０９ほかに広がる，亀出砂丘（阿賀野川以東の新砂丘１－２列に対比されるもの）の残丘

状の小砂丘上に立地する。笹山前遺跡の北側約０．４kｍにあたる。標高は約２ｍを測り，調査地の現況は水田である。

基本層序については，ほぼ笹山前遺跡及び神明社裏遺跡と同様の様相を示す（図２９)。ただしＩ．Ⅱ層にも中世の遺

物（図31-29～31）がわずかに含まれる。その下に厚さ約５０ｃｍにわたって縄文時代の遺物包含層（Ｖ・Ⅵ層）が存在

しており，それを取り除くと基盤層（Ⅶ～Ⅷ層）に到達する。Ⅶ層上面は主として縄文時代の遺構確認面だが，南から

北に向かって急激に落ち込んでおり，調査予定面積350㎡のうち北側の約９０㎡は激しい湧水のため調査不可能だった(図

29)。

３笹山前遺跡の調査

（１）調査方法

調査区のグリッド設定は，最初に施工される農道のセンターラインを調査グリッドの３ラインとし，１０ｍを大グリッ

ドとしてその中を２ｍメッシュで２５の小グリッドに分割した（図３．４)。包含層中の遺物取り上げは原則としてこの小グ

リッド単位で行った。なお，グリッド設定のための基準杭は，北西側優位とした。表土をバックホーで除去した後，Ⅲ

層以下は遺物が包含されているので人力により掘り下げ，各層の上面ではジョレンがけによる遺構精査を行った。

（２）調査結果

縄文時代（遺構：図５．６，遺物：図13.14.19.20）明確に縄文時代のものと確認された遺構は少ない。ＳＸ４は喫石錘１６

個を1ケ所に集積し埋納したと考えられる遺構で，この地での生業（漁労）のあり方を考える上で特筆される。SKlO8

２



からは後期中葉～末にかけての士器が比較的まとまって出土している｡ただし図１３－８は前期の爪形文を持つ士器であろ

うが，包含層からの混入である可能'性がある。SKl85は頁岩製の剥片（写真図版４）と剥片製作に利用した可能性のある

円喋を含む小規模な士坑である。また，赤色顔料（ベンガラか否かは未確認）が直径約６０ｃｍ程度の円内に散布された

うえに石製装飾品（図20-20)，小型磨製石斧（図20-21,22）が検出されたＳＸ３（図８）も注目される（写真図版ｌ)。

土器は包含層出土のものも含め整理箱１０箱分に及び,新潟市内の遺跡からは初の出士となる前期前葉～中葉のものが

定量見られる（図14-24～27)。特に図１４－２７に代表される一群の土器は，東北地方の表館式土器に比定され，近隣では

西蒲原郡巻町新谷遺跡に類例が多い。そのほかには中期初頭～前葉（図14-28,29)，中期後葉（図14-30)，後期初頭～

前葉（図13-19,20,図14-31など)，後期末（図１３－１２，１３など)，そして晩期末（図14-32など）の長期間にわたっ

てここが生活の場となっていたことを示す土器が出土している。なお，図13-32は大洞Ｂ２式の壷で，発見時は土器内に

赤色顔料であるベンガラ（総重量は乾燥状態で301.059）が入っており，貯蔵用あるいは移動時の携帯用容器としての

機能が想定される。

石器は石嫉，石匙が多い。前期のものと推定される尖頭器（図19-15)，角柱状石器（図19-14）のほか，紡錘状石器

を含む異形石器（図19-18,19）もみられる。図20-24は磨製石斧の未製品であろう。

弥生時代図示しないが天王山式土器の髪口縁部小片が数点出土している。

古墳時代（遺構：図７～１０，遺物：図15～17,20）遺構の切り合い，遺物の編年的位置からみて，中期末～後期の時

期幅がある。SKl40は浅く広大な士坑で，中期の妻などのほか，多くの高坪，器台などの祭祁にかかわる器種が出土し

ている。ＳＩｌはｌ辺約４ｍの隅丸方形を呈する竪穴住居で，床面から多数の土師器が出土している。また，覆土をふるい

にかけた結果,滑石製の玉製品（小玉・臼玉）が検出されている（図20-58～88)。全体に小粒であり，中には小玉と区別

しがたい個体も含まれる。後期初頭の遺物を柱穴の覆土中に含むSB4に切られていることから，この竪穴住居は中期末

に属すると推定される。ＳＢ２及び３は南北方向の軸線がＳＢ４とほぼ並ぶ形で構築された掘立柱建物で，いずれも総柱式

で，倉庫であった可能’性がある。SKl50は土師器の椀と須恵器の杯蓋（図17-41～４５が重ねあわされた状態で出土，ほ

か４６が出土）が埋納された士坑で，墓坑と考えられる。この須恵器坪蓋は，近隣の阿賀野川中洲遺跡で採集されている

ものとほぼ同時期のものと考えられ，中期後半から後期初頭のものと比定される。陶邑編年のTK47型式併行であろう。

なお，SKl50の覆土をふるいにかけたところ，多数の臼玉が発見された（図20-46～57)。被葬者の副葬品と推定される。

奈良・平安時代（遺構：図１１，１２，遺物：図１７，１８，２１）ＳＥｌからは板材が井桁状に組み合わされた状態で発見され

た。ＳＸｌと２は焼土状の士が積み重なった士壇状の遺構で，掘り込みの失われた竪穴住居に伴うカマドと想定して調査

したが，煙道などはまつたく発見されなかった。ＳＸ２からは土師器婆及び鍋が出土している（図１８－１)。ＳＥ３は水溜部分

に曲物を据えた井戸であり，それを囲むように８基の柱穴がある。覆屋を伴う井戸と考えられる。

その他，砥石が出土している（図２１)。

４神明社裏遺跡の調査

（１）調査方法

調査区でのグリッド設定については図２２に概要を記した。グリッドラインの設定には既設農道の１辺を利用し，工事

部分にあわせてＡ及びＢの２トレンチを調査した。グリッドの設定，掘削方法など笹山前遺跡に準じたが，調査面積が

狭いため排士は機械ではなく人力により行った。

（２）調査結果

奈良・平安時代（遺構：図２３～25,遺物：図２６，２７）遺構はＶ層及びⅦ層上面で検出されたが，それぞれの時期差は

明瞭には認められない。Ａトレンチの遺構はいずれも性格不明の遺構が多い。ＳＫｌ６は規模と形状からみて井戸の可能性

があるが，附帯施設は一切検出されていない。Ｂトレンチでは東端部で木枠を伴う井戸が発見された。部材は２段組で，

遺存状態は比較的良好である。また，ＳＫ２４は規模の大きな士坑である。
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遺物はＳＫ７から珠洲焼の播鉢底部片が出土しているほかは，全て平安時代に属するものである。食膳具がほとんど須

恵器の坪であり，わずかに土師器の椀（図２６－１０，１２）がみられる程度であることから，９世紀後半が中心であると考え

られる。食膳具のほかには煮炊具として鍋（図27-15,16）がみられる。１５は薄い口縁が鋭く外側に屈曲しており，佐

渡産と推定される。図25-14は用途不明の円筒状士製品である。一端は底部のようにふさがれており，内面には輪積み

の痕跡が明瞭に残る。内外面とも粗いハケ調整が施され，ふさがれた一端の外面にはケズリも施されている。

中世（遺構：図２４，遺物：図２６）ＢトレンチのＳＫ７から珠洲焼播鉢の底部片が出土している。おろし目は比較的細か

いが,全体として遺存状態が悪く，詳細な時期は確定できなかった。

５城山遺跡の調査

（１）調査方法

拡幅される農道の形状に合わせ，トレンチを設定した。グリッドラインは農道の東側の縁辺部と一致させた。そのこ

とにより，トレンチがちょうど１０，大グリッドの中に収まる形となった（図２８)。

掘り下げはＩ層をバックホーで除去したほかは人力で行った。ｌ層下げるごとに各層上面で遺構精査を行ったが，遺

構が検出されたのはＶ層上面のみであった。その他調査方法は笹山前遺跡の調査に準じた。

（２）調査結果

縄文時代（遺構：図２９，遺物：図３０，３１）出士土器からみて時期幅は前期前葉から後期前葉までであるが，前期前葉

に属するものは半徴竹管状工具によるコンパス文を持つ個体（図30-2や図31-17）が遺構内外からわずかにみられる程

度である。笹山前遺跡と城山遺跡の双方で同時期に人間が居住していたことがわかる。

調査区外に広がるため全容が不明であるが，ＳＫ７とＳＫ８はともに底面からの立ち上がりがゆるく，浅い士坑である。

覆土の堆積状況からＳＫ８がＳＫ７を切っていることがわかる。出土遺物も，ＳＫ７からは中期後葉の大木９式（図３０－４，５）

や１０式（図30-7）に属する深鉢などが中心であるのに対し，ＳＫ８からは後期前葉の三十稲場式（図３１－１３，１４）などが

中心であり，明らかに時期差がみられる。図31-12は前期前葉の土器だが混入であろう。

遺構外の出土遺物としては前期前葉（前述）のものや後葉の諸磯Ｃ式（図31-19）がある。

中世（遺物：図３１）遺構外からの出土であるが，珠洲焼蕊（図31-29,31）や壷（図31-30）が検出されている。

６おわりに

（１）笹山前遺跡について

笹山前遺跡については，今回の発掘調査範囲が遺跡南端部のごく一部に限定されているものの，縄文時代前期から奈

良･平安時代に至る長期間，中断期間をはさみながらも居住の痕跡が見られることが明らかになった。

縄文時代前期の土器は新潟市で初の出土であり，遺跡の立地する砂丘形成年代の再検討を迫るものである。ただし縄

文時代全体を通じて住居跡は検出されていないこと；また石錘の集積遺構の存在から，ここが'恒常的な居住に用いられ

た集落ではなく，漁労，狩猟など生業のための一時的な拠点であった可能性が高いと考えられる。本来的な集落の位置

は，周辺の縄文時代集落の調査が十分進んでいない現状では推定の域を出ないが，出土土器型式の多くが共通している

巻町新谷遺跡を候補のひとつに挙げることができよう。当時も角田山麓と蔵岡周辺とは形成中の砂丘列である程度結ば

れていたと考えられるので，人間の往復は比較的容易だったであろう。

古墳時代においては中期の竪穴住居や墓坑，後期の掘立柱建物など多くの遺構が存在すること，また高杯・器台・勾

玉・臼玉・管玉といった祭祁にかかわる遺物が一定量出土していることから，全容は明らかでないものの拠点的性格を

持つ集落であった可能性が高い。

奈良・平安時代においては，住居跡などは検出されていないが，井戸が複数存在していること，また出土須恵器・土

４



師器の様相からみて，上限は明らかでないもののおおむね８世紀後半から９世紀後半にかけての集落であったと推定さ

れる。

（２）神明社裏遺跡，城山遺跡について

神明社裏遺跡は笹山前遺跡に隣接しており，基本層序がほぼ一致しているため，遺跡として一体のものである可能性

もある。柱穴らしい遺構や井戸が存在していることから，規模は不明だが集落であったことは確実である。

城山遺跡の調査はきわめて小規模であるが，従来の踏査等の結果から推定されていた存続時期である縄文時代中期～

後期のほか,今回の調査で前期の土器が出土したことにより，この土地における居住開始の時期をよりさかのぼることが

できた。

『考古学雑誌』第７４巻第２号

参考文献
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Ｉ表土暗褐色土（7.5YR3/4）～灰褐色（7.5YR4/2）の幅あり粘性やや弱しまりやや強
Ⅱシルト質粘質土褐色（7.5YR4/3）～にぶい黄褐色（lOYR4/3）の幅あり粘性強しまり強漸移層明赤褐色
（5YR5/6)含む
Ⅲ粘質士灰褐色（7.5YR4/2）粘性やや強しまり強（平安時代遺物包含層）
Ⅳシルト質粘土灰黄褐色（lOYR4/2）粘性強しまりやや強（平安時代遺物包含層）
Ｖシルト質粘土灰黄褐色（lOYR5/2）粘性強しまり強（縄文～平安時代遺物包含層）
Ⅵ砂質士黒褐色（7.5YR3/2）粘性やや強しまり弱漸移層（縄文～平安時代遺物包含層）
Ⅶ砂灰黄･色砂丘基盤層

図２笹山前遺跡｡神明社裏遺跡基本層序（城山遺跡の基本層序は図29を参照）
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.』蕊 １灰白色砂（7.5Y2/7）Ⅶ層と同質
２黒色上（2.5Y2/1）粒子やや粗粘性無１層の小ブロック(径
0.5～1cm)を多く含む
３黄灰色粘土（2.5Y6/l）粘性強小ブロック状(径l～5cm)を呈寸
る

SK110土層注記
ｌ黒褐色砂質士（l0YR3/2）粒子やや粗粘性無しまりきわめて
強灰白色の粘土ブロックを含む
２暗褐色砂（lOYR3/3）粒子やや粗粘性無しまりやや弱

図５笹山前遺跡遺構実測図１（縄文時代の遺構1）
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SK108土層注記

Ｉ黒褐色士（２５Y3/1）粒子やや粗粘性弱しまり強
２黄灰色土（2.5Y4/1）粒子粗粘性無しまり強ブロック状(径1～5cm)を呈する
３暗灰黄色砂（2.5Y5/2）粒子細粘性無しまり無Ⅶ層と同質の砂及び灰黄色土のブロッ
クを含む(30％程度）
４黒色～黄灰色砂
ａ黒色砂（2.5Y2/l）粒子粗粘性無しまり強灰白色砂のブロックをわずかに含む(20％
程度）
ｂ黒色砂質土（2.5Y2/1）粒子粗粘性わずかに強灰白色砂のブロック及び明黄燈色のブロ
ックをわずかに含む(10％以下）
ｃ黒褐色砂（2.5Y3/l）粒子きわめて細粘性無灰色～黄灰色砂を多く含む(50％以上）
５黒褐色士（2.5Y3/2）粒子粗粘性無しまり強灰黄色土の小ブロック(径0.5～1mm)と砂
粒を多く含む
６黄灰色砂（2.5Y5/l）粒子やや細粘性無しまり弱黒褐色砂の小ブロック(径1cm程度）
を多く含む(50％以上）
７淡黄色砂（2.5Y8/3）粒子細粘性無しまり無黒褐色砂を筋状にわずかに含む
８灰白色砂（2.5Y8/l）Ⅶ層とほぼ同質粒子細粘性無しまり無
９オリーブ黒色土（5Y3/l）粒子やや粗粘性やや強しまりきわめて強
１０灰黄色砂（2.5Y7/2）粒子やや粗粘性無しまり強
SDlO土居注記
Ｉ灰白色土（lOYR8/2）粒子細粘性弱しまり強わずかに砂粒を含む
２黒色土（lOYRL7/I）粒子やや粗粘性弱しまりやや弱Ｖ層の再堆積か
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SKl20土層注記

１黒褐色砂（lOYR3/l）
粘性無しまりやや猫
２褐灰色砂（lOYR6/1）
粘性無しまり弱１
む(40％程度）
３灰白色砂（2.5Y8/l）
粘性無しまり弱１
む(25％程度）

sKl21土層注記
１黒褐色砂（10YR2/2）
粘性弱しまり弱
２褐灰色砂（lOYR5/l）
粘性無しまり弱１
む(30％程度）

粒子やや粗

粒子やや細
層を斑状に含

粒子やや細
層に斑状に含

／

SK122

SK132土層注記
１黒灰色砂（2.5Y3/l）粘性無し
まりやや強径１．５cm以下の炭化
物を多く含む径0.5mm以下の砂
２暗オリーブ褐色砂
（2.5Y3/3）粘性無しまりやや弱
径0.5mm以下の炭化物わずかに含
む径0.5mm以下の砂

SKl37土届注記
１オリーブ褐色砂（2.5Y4/3）粘
‘性無しまりやや強燈～褐色の
粘性ある小ブロック径0.5mm以
下の砂

つ
①

３Kll4土居注記
１オリーブ黒色砂（5Y3/l）粒子やや細粘性無しまり強
２灰白色砂（5Y8/2）粒子やや粗粘性無１層を班状に含む
（25％程度）

SKll7土層注記
１sKll4の１層と同じ
２SK114の２層と同じ

図６笹山前遺跡遺構実測図２
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SK51土居注記
１黒褐色粘土
（2.5Y3/l）粒子
細粘性強しま
り弱炭化物の細
粒をわずかに含む
２黄灰色粘土
（2.5Y4/1）粒子
やや粗粘性強
しまり強炭化物
の細粒、ａ層の小
ブロックをわずか
に含む

SK57土居注記
１黄灰色粘土
（2.5Y5/1）粘性
強しまり強やや
軟質
２黒褐色粘土
（2.5Y3/l）色調
以外は１層と同じ

ノＶ
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Pl56土層注記
１暗褐色砂
質土
（l0YR3/3）
粒子きわめ
て細粘性
弱しまり
弱Ｖ層に
比べやや明
るい

Ｎ
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図７笹山前遺跡遺構実測図３（縄文時代の遺構3.古墳時代の遺構1）

へ

１：４０

SKl55土居注記
１黄灰色土(2.5Y4/l）粒子やや粗粘性強しまり強炭化物微粒子をわず
かに含む(1％以下）
２黒褐色土(2.5Y3/1）粘性弱しまり強炭化物微粒子をわずかに含む(１％
以下）

SKl56土層注記
１黒色土(7.5Y2/1）粒子やや細粘性強しまり強炭化物微粒子を多く含
む(20％以上）骨粉(焼骨径1mm程度)をごくわずかに含む(１％以下）
２オリーブ黒色土(5Y3/1）粒子細粘‘性弱しまり強炭化物微粒子をわず
かに含む(10％程度）骨粉を多く含む(20％程度）

２ｍ
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SK1

Ｓ

N１

SK126土層注記

１黒色砂（5Y2/1）粒子やや粗
粘性弱しまり強炭化物細粒を
わずかに含む
２オリーブ黒色砂（5Y3/l）粒子
やや粗粘性無しまり強炭化
物細粒をごくわずかに含む
３灰色砂（5Y4/1）粒子やや細
粘』性無しまり弱Ⅶ層をごくわ
ずかに斑状に含む(１０％程度）

Ｎ

２－３０ｍ

０

SKl40土層注記

１黒褐色砂質土(5YR3/1）粒子やや粗粘性
弱しまり強明褐灰色粘土がごくわずか
に混入する

SKlO7土層注記
１暗褐色砂質士(lOYR3/3）粒子やや細粘
性無しまり強炭化物の微粒子を多数含
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図８笹山前遺跡遺構実測図４（古墳時代の遺構2）

SD4土層注記
１黒褐色砂質土(2.5Y3/1）粒子やや粗粘性強しまり強
２黒色砂(2.5Y2/1）粒子やや細粘性弱しまりやや弱炭化物細粒(径0.5cm)をごくわずかに含む(1％以下）
３オリーブ黒色砂（5Y3/1）粒子やや細粘性無しまり弱まだら状に２層を含む(50％）炭化物細粒(径0.5cm)をごくわずかに含
む(1％以下）
４１１音灰黄色砂(2.5Y5/2）粒子やや粗粘性無しまり無Ⅶ層がまだら状に含まれる(１０％程度）
５黒色砂(lOYR2/l）粒子やや粗粘性弱しまりやや弱Ⅷ層をまだら状に含む(15％程度）
６黒色砂(10YR1.7/1）性質は５層と同じⅦ層をまだら状に多く含む(50％）

SIl土層注記
１SK226の1層とほぼ同じ
２褐灰色砂(l0YR4/1）粒子やや粗粘性無しまり強炭化物細粒(径1.0mm)を含む(1％）
３ａ黒褐色砂(lOYR3/2）粒子やや粗粘性無しまり強炭化物細粒(径1.0～5.0mm)を含む(１０％）炭化物を目立って多く含む層
３ｂ黒色砂(２５Y2/1）粒子やや細粘性無しまり強炭化物粒(径5.0mm～2.0cm)を多く含む(20％)炭化物を目立って多く含む層
４灰黄色砂(2.5Y7/2）粒子細粘性無しまり弱黒褐色のしみを多く含む(50％）炭化物細粒をごくわずかに含む(1％以下）

SK226土層注記
１オリーブ黒色砂(5Y3/1）粒子粗粘性無しまり強炭化物細粒(径１．０～5.0mm）・灰白色砂を多く含む(5％）
２灰黄色砂(2.5Y6/2）粒子やや粗粘性無しまり強ｌ層のブロック炭化物細粒(径1.0mm)を多く含む(40％）
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SK14土層注記

１オリーブ黒色砂(5Y3/1）粒子やや粗粘性やや有
しまり良Ｖ層とほぼ同じ
２暗灰黄色砂(2.5Y4/2）粒子やや粗しまり強
３黄灰色砂(2.5Y6/l）粒子やや粗しまり強Ⅶ層を
まだら状に含む
４灰白色砂(5Y8/l）粒子細しまりやや強灰オリー
ブ色砂のブロックをわずかに含む

記

､

１３

図９笹山前遺跡遺構実測図５（古墳時代の遺構3）

０ 2iｎ

ｕ４４エノ言.＝エエーＬﾉ白1Ｊ一口し

１黒褐色砂し質土
）粘性
しまりや
化物(径
を含む
土ブロッ
/3)を含

り質土
）粘性
りやや弱

Ｕ・ＤＩＫｚ／乙ノ

やや弱’
や強炭イ
５mm以下)そ
暗褐色粘ニ
ク（lOYR3／
む

２暗褐色砂
(7.5YR3/3）
弱しまＩ

150土層注記
１暗オリーブ褐色砂(2.5
や弱しまり強炭化物
多く含む粘質土のプロ
３cm)を多く含む砂(径０
む

２黒褐色砂(2.5Y3/2）斗
強砂(径0.5ｍ程度)を諾

Ｎ］

５Y3/3）粘性や
物(径3cm以下)を
ロック(径2～
号0.5mm程度)を含

粘性無しまり
子含む

240m塾遺物(図15-15）－N］

4）粘質J‘
しまり強
ある褐色ニ
ック・炭イ
干含む
色砂
4）粘質男
強炭化４
に含む
－ブ褐色
4/4）粘|、
まりやや３

Ｉ

SK144Ｓｌ.

230m望
N２

遺物（図17-45）
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Kl49土居注記
オリーブ褐色土
(2.5Y4/3）粘性や
や強しまり強
炭化物(径5mm以下）
を微量に含む砂
と土の比l:1程度
粘質土のブロック
(径5～１５cm程度)を
含む
黒褐,色砂
(2.5Y3/2）粘性弱
しまりやや弱砂
(径0.5ｍ程度)を含
む

暗オリーブ褐色
砂(2.5Y3/3）粘性
やや弱しまり強
粘質土のブロック
墨約2cm)を若干含む
砂(径0.5mm程度)を
含む
暗褐色砂
(lOYR3/3）粘性無
しまりやや弱

砂(径0.5cm程度）
を含む

／
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Ｉ

、

1

ＩＳＫ１５０
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Ｎ

２
－－－－－

一
再

８漬物（図16-20）

SKl45土層注常
１褐色砂
（lOYR4/4）
や弱し

粘‘性のあ
のブロッ
物を若.１．
２暗褐色
（lOYR3/4）
しまり弦

まだらに
３オリー

（2.5Y4／
弱しま

物（

Ｉ

一●
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、230mV－遺物(図17-41）
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図１０笹山前遺跡遺構実測図６（古墳時代の遺構4）
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SK224.212.211土層注記
１黒褐色砂質土(2.5Y3/l）粒子やや粗粘
性強しまり強
２黒色砂(2.5Y2/l）粒子やや細粘性弱
しまりやや弱炭化物細粒(径0.5cm)をごく
わずかに含む(1％以下）
３オリーブ黒色砂(5Y3/l）粒子やや細粘
性無しまり弱まだら状に２層を含む(５０
％）炭化物細粒(径0.5cm)をごくわずかに
含む(1％以下）
４暗灰黄色砂(2‘５Y5/2）粒子やや粗粘性
無しまり無Ⅷ層がまだら状に含まれる
（１０％程度）
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SXl･SK26土層注記
１灰黄褐色土（lOYR4/2）粘性強しまり強焼土粒(径2～3ｍ)を
多く含む炭化物(径l～2mm)を多く含む
２にぶい赤褐色土（5YR）粘性弱しまり強焼土粒(径１ｍ以下)を
多く含む焼土粒(径3,1m)を少量含む炭化物(径1mm～3ｍ)を少量含
む

３にぷい黄褐色土（10YR4/3）粘層やや強しまり強１層ブロッ
ク(径1～2cm)をやや多く含む
４褐色土（l0YR4/4）粘‘性弱しまり強焼土粒(径2～3mm)、炭化物
（径2～3mm)を少量含む
５灰黄褐色士（lOYR4/2）粘性やや強しまり強炭化物(径I～
２mm)を少量含む
６黒褐色土（l0YR2/3）粘性やや弱しまりやや弱炭化物(径l～
２mm)を若干含む
７暗褐色土（lOYR3/3）粘性弱しまりやや強炭化物(径1～21mm）
を若干含む
８灰黄褐色士（lOYR4/2）粘性やや強しまり弱１層と７層の混
合土
９にぶい黄褐色土（lOYR4/3）粘性弱しまりやや弱Ⅶ層を若干
含む
ｌＯにぶい黄褐色士（lOYR5/3）粘‘性弱しまり弱Ⅷ層を多く含む
１１オリーブ褐色土（2.5Y4/6）粘'性弱しまり弱Ⅷ層砂をきわめ
て多く含む
１２黒褐色土（lOYR3/2）粘性弱しまり強炭化物(径1mm)を若干含
む

1５

２．５０ｍ

SK26

図１１笹山前遺跡遺構実測図７（奈良・平安時代の遺構1）

SEl土居注記

１１１音灰黄色粘質土(2.5Y4/2）粘性きわめて強しまりきわめて強砂・酸化鉄(炭化物)を多く含む
２オリーブ褐色砂(2.5Y4/3）粘性やや強しまり強砂・炭化物多く含む１層よりも砂をやや多く含む
３暗オリーブ褐色砂(2.5Y3/3）粘性弱しまりやや強砂・炭化物(径3～5mm)やや多く含む
４黒褐色砂(2.5Y2/3）粘‘性弱しまりやや強淡黄砂・炭化物(径l～3ｍ)少量含む
５暗オリーブ褐色砂(2.5Y3/3）粘性弱しまりやや強淡黄砂をやや多く含む
６黒褐色砂(2.5Y2/3）粘性やや強しまりやや強淡黄砂をやや多く含む
７暗オリーブ褐色砂(2.5Y2/3）粘性弱しまりやや弱淡黄砂を多く含む
８オリーブ褐色砂(2.5Y4/3）粘性弱しまりやや弱淡黄砂を多く含む
９黒褐色砂(2.5Y2/3）粘性弱しまりやや強淡黄砂若干含む
１０黒褐色砂(2.5Y2/3）粘性やや強しまりやや強粘質土を含む
１１暗オリーブ褐色土(2.5Y4/3）植物片をやや含む砂を多く含む
１２黒褐色粘質土(2.5Y2/3）粘性強しまり強植物片多く含む
１３黒褐色土(2.5Y2/3）粘性やや強しまり強植物片多く含む砂をやや多く含む
１４黄色砂(2.5Y8/8）淡黄色砂の地山が酸化した層
１６淡黄色砂(5Y8/3）粘性やや弱しまりやや弱オリーブ褐色砂(2.5Y4/3)がまだら状に混入する
１７オリーブ褐色砂(2.5Y4/3）粘性やや弱しまりやや弱砂を基調とし、焼黄色砂(5Y8/3)がまだら状に混入する
１８淡黄色砂(5Y8/3）粘性やや弱しまりやや弱オリーブ褐色砂(２５Y4/3)を少量含む
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SX2土層注記
１灰黄褐色粘土（lOYR5/2）粘性きわめて強しまりきわ
めて強２層のブロックを多く含む
２にぷい黄燈色粘土（l0YR6/3）粘性きわめて強しまり
きわめて強１層のブロック(径2cm)を少量含む
３灰黄褐色粘質土（lOYR4/2）粘性強しまり強粘質土
砂を少量含む
４黒褐色粘質土（lOYR3/2）粘性強しまりきわめて強
炭化物(径5mm)を多量に含む
５暗褐色土（lOYR3/3）粘性弱しまり強焼土(径1～
２０mm)を多量に含む
６暗褐色土（lOYR3/3）粘性弱しまり強焼土(径1～
５１ｍ)を少量含む
７暗褐色砂（lOYR3/3）粘性弱しまり強１層のブロッ
ク(径5mm)を少量含む
８黒褐色砂（lOYR2/3）粘性弱しまり強Ⅵ層を少量含
む

９オリーブ黄色砂・(5YR6/3）粘性弱しまり弱８層の
ブロックをまだら状に含む
１０赤灰色土（2.5YR6/1）焼土層２層の焼土化した部
分

SX2

部 一向２

誉Ｓ－ 臣
つ
い
・
国

､土器

Ｌ６０１，．－

－－丁

２．５０ｍ

/－~－１

一

1－６

SＢ１ 一ｂ

B1－４
し ／ 、

、

、

ノ

ー3／称66）

SE3土層注記ノ

１粘土及び粘土まじりの砂質土層
１ａ灰色粘土（5Y4/l）粒子細
粘性強しまり強黄色粘土の小ブ
ロックをわずかに含む(2％）
１ｂ灰色粘土（5Y4/l）粒子細
粘性強砂粒及び黄色粘土のブロッ
ク(径1～5cm)を含む(１０％程度）
１ｃ黒色砂質土（5Y2/l）粒子や
や粗粘性無しまり強黄色粘土
ブロック(径l～5cm)含む(10％程度）
１．灰色砂質土（5Y5/1）粒子や
や細粘性強しまり強灰白色粘
土ブロック(径5～10cm)及び黒色砂
質土を多く含む(50％以上）
２砂層（黒～灰‘色）Ｖ層の再推
横
２ａ黒色砂（5Y2/1）粘性無硬
質含有物等無
２ｂ灰色砂（5Y4/l）粘性無し
まり強灰白色粘土ブロック(径0.5
～2cm)を含む(5％程度）
３砂層（灰～白色）Ⅵ～Ⅶ層の
再推積
３ａ灰白色砂（7.5Y8/l）粘性無
しまり弱黒色砂層と互層(ラミナ
状)に堆積している
３ｂ浅黄色砂（7.5Y7/3）粘性無
しまり無わずかに黒色砂層と互層
になる

SB1-l～8土層注記
１灰色粘土（7.5Y4/l）粒子やや粗
粘性強しまり強黄色粘土のブ
ロック(径3～5cm）を多く含む(30％
程度）
２灰色砂質上（7.5Y5/1）粒子粗
粘性弱しまり強黄色粘'二のブロ
ック(径l～7cm)をきわめて多量に含
む(50％以上）
３黒色砂質上（7.5Y2/1）粒子粗
粘性弱しまり強黄色粘土のブロ
ック(径1～3cm)を含む(径l～3cm)を
含む(10％程度）
４黒色土（IOYR1.7/1）粒子粗粘
性弱しまり強黄色粘土のブロッ
ク(径0.5～1cm)をごくわずかに含む
（１％程度）
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図１２笹山前遺跡遺構実測図８（奈良・平安時代の遺構2）
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図１３笹山前遺跡l-H十十器１（遺構出土縄文土器）
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図１９笹山前遺跡出土石器・石製品１
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１黒褐色砂
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籾粘性無しまり
やや弱混入物無
２黄灰色砂
（2.5Y4/l）粒子やや
細粘蝋性無しまり
強

sK'た、

00ｍ

SK16

ご

Rom．－

ー _工

Ｖ

了l_／ffR稜

ﾖK15

｡

iＶ

Ｗ

Ｎ２４０ｍ．

Ⅷ
／／

〆

一
⑤
砿

§_／

SK21土層注記
１黒褐色砂（2.5Y3/l）粒
子やや粗粘性無しまり
やや弱混入物無
２黄灰色砂（2.5Y4/1）粒
子やや細粘性無しまり
強
３オリーブ褐色砂（2.5Y4/３
）粒子細粘性無しまり
きわめて強
４暗オリーブ褐色砂
（2.5Y3/3）色調以外３層と
同質
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SK20土層注記

１黄灰色砂（2.5Y4/l）粒
子やや粗粘性無しまり
強炭化物細粒をごくわず
かに含む
２黄灰色砂（2.5Y5/l）色
調以外は１層と同じⅦ層
を含まない
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SKl9士層注記
１灰白色砂（2.5Y8/1）
粒子やや細粘性無
しまり無混入物無
２黄灰色砂（2.5Y4/1）
粒子やや粗粘性無
しまり強炭化物細粒
をごくわずかに含む
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ＮSK25土層注記

１黄灰色砂質
土

（2.5Y4/l）粒
子細粘性弱
しまり良灰
白色粘土の小
ブロックを多
く含む
２灰白色砂
（2.5Y8/l）粒
子やや粗し
まり無

q味
26土層注記
１黒色土
（2.5Y2/ｌ
粒子やや
粗粘性
強しま
り強Ⅱ
層の小ブ
ロック・

炭化物細
粒を多く
含む
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図２６神明社裏遺跡遺構出土遺物（SK7）及び遺構外出土遺物１（須恵器･土師器）
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SEl土層注記
１灰白色粘土（2.5Y7/1）粒子やや粗粘性強
炭化物わずかに含む
２黄灰色土（2.5Y4/l）粒子細粘性強しま
りやや弱炭化物細粒を多く含む種子を多く
含む
３灰白色砂（lOY7/l）粒子やや粗粘性弱
混入物無
４灰黄色粘土（2.5Y6/2）粒子やや粗粘性強
しまり強４a層は酸化進み赤変部多い
５灰黄色粘土（2.5Y7/l）灰黄色砂を多く含む
他は4b層と同じ
６黄灰色砂質土（2.5Y5/l）砂粒を多く含む
粘性強しまりやや弱灰白色粘土ブロックを
多く含む
７灰白色砂質土（2.5Y7/l）砂粒を多く含む
粘性強しまり強明黄褐色粘土のブロックを
わずかに含む
８黄灰色砂質土（2.5Y6/1）砂粒きわめて多く
含む粘性強しまりやや弱黄灰色粘土ブロ
ックの量はb(全く含まない)＜a＜ｃとなる
９灰白色砂（2.5Y8/l）粒子やや粗粘性無
しまり強Ⅵ～Ⅶ層が崩落したもの

〆 SK27土層注記

１灰白色粘土(2.5Y8/2）粒子細粘性
強しまり強炭化物細粒をわずかに含
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粘性弱しまり弱
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抱仙如陣岨釦迦
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ね佃如謎二へ咽哩鴨呈瀦Ｕ一
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急佃如陣哩咽迦狐ら瀦旦
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榊鱈
獅之ＫＫ旦個意

桝之ＫＫ型回章話赴

Ｉ鑑ｌｅ嘩口潔僧旦個意便

藻僧旦阻諒硬

抑之ＫＫｕ垢－Ｇ個惹話週

咽畦個意便

謝需選慢

ふくｓ騨剖脈十響伯ぺ阻便

杵讃ｗいく庖諒

ふく個惹便

ふく胆惹

（伯ぺ旦埋掴便）排寂伽個諒恒

冶讃〃いく回薫硬

排寂ｗいく個迭

冶狼ＷＳ押長庖硬

外卜嘩口器猿〃いく掴惹笹

片額ｗいく

Ｇトト遇ｅもく阻便

ふく掴惹

杵讃〃阻昼
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卿之ＫＫ旦但値

榊之ＫＫ

Ｕ一余升判侶薫星柚ｋ軽錯網
咽畦

阻便抑之ＫＫｕ話１Ｇ個葦

ｕ眺掴控

榊華ＫＫ旦個球便

獅工ＫＫ旦個惹便

榊セＫＫｕ掴惹

柳なＫ

Ｋ旦垢ｌｅ話せ①長嘩ロ個惹
長嘆

出ｅ捧医掴同一頃な話幽阻章

桝華ＫＫｕ阻意笹

榊之ＫＫ

獅之ＫＫ型個惹

獅土ＫＫ旦記１ｓ個惹笹

姻眺胆硬

“畦阻控

釦唯掴便

謝嬬選怪

排穂〃いくｓ巽但惹恒

ふく個惹昼

杵寂れいく掴恒杵寂ｗいく個意

杵寂ｗいく胆便

ふく巡陥十個惹便

ふく掴意硬

ふく旦個惹硬

弓斌ふいく旦話陪蛙

ふく個惹

弓拭ふいく掴便

陥十二異阻惹

弓斌ふいく話幽

ふく個惹便

｛狭ふいく話幽

ふく罷惹杜

ふく阻控

ふく理迄垢畷

陥卜話嘩ロ

杵寂岬個諒便垢嘩ロ

ふく阻惹

ふく阻諒

心く個惹便

杵徳〃いく旧惹恒

咽畦個恒

柳華ＫＫ旦掴意

昨＋剖柑讃〃いく個惹控

トト剖排積〃いく回意匠

群額ｗいく阻球便ふく話１個意

Ｈ聖

ね佃如陣岨《和匿迩釦哩瓶嵐

樽佃如謎二へｅ巡振

冒君《飛墜難・瀦停ｕ迦狐〆今弱旦

樽佃細郷陣

ろ函停山ｅ咽含《叩匡遮ｅ咽輔《謎

〆一へｅ巡振冒尋佃迦狐〆今瀦且胆惹

ね佃如迦匿麹《惇山皿迦

晦喧悟埋白佃如牌哩ｅ遡騨昌房ｅ

《椴陣《唾lWI

《加匿遊咽迦堀二瀦旦

抱仙如弧菖違《陣哩切哩狐
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罷恭皿旦阻惹も函回恒話幽

バミ園」抑畷旦阻惹話赴

翻馬畿怪

鵬卜巡９ｓいく懸回話幽
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Ｈ聖
抱佃如那昌遊佃屋
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急仙如異咽恰・異金ｕ迦二瀦旦

泡仙如加匿難《謎〆一へｅ巡程昌二釦迦
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咽味個硬

撫華ＫＫ型阻硬

咽暁個硬

長藻恰旦個迭

榊之ＫＫＵ一個惹垢蛙

粥判佃畦

（伸謹ｅ挫退）長獅立縫旦嘩ロ

圏望咽雌且話嘩ロ掴意匠

咽唯個硬

（長縫）撫華

ｅ睡尽佃碓ｅ婆ミー毎旦個惹

佃雌阻便

釧需選径
杵寂れ阻意控

ふく掴便

杵徳〃いく巡心／、阻惹

杵寂れ胆便

ふく回惹硬

排狽ｗいく

ｓ掲嘆狸霧

杵績岬侶薫恒

排狼〃胆惹

杵須加話Ｉ

トト巡ふく阻意

排寂〃いく個惹便

留侍蝋濡〉Ｊ榊呈部ｅ庖薫便

酸慢ロ、ロ

ふく個意便

トト剖弓斌心話幽

杵讃〃いく

排徳ｗいく掴意便
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陥十呈話週
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ね仙如獄惇《停幽《酸馴蛸咽迦
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セト試釦
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蝿裏心逼

龍嘆難無郷撫（室霊雲

与掲裳迩ＭＲ

長躯Ｋ逆話糊

目匿・函哩話灰

幻櫛賦轄

加賦瓢鋼

弧賦瓢鋼

＆弧皿瓢湖
擢隅
鰻閑

邪匝瓢澗
擢閑
擢隅

陣轡眺

陣轡喋

和凝瑳

弧匝趣姻

飛極瓢出

弧築堤
鐙用

飛皿虹姻

飛皿紅槻

飛築鱈

飛皿瓢姻
陣鯉

飛築増

飛蕊誉
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》づ咽細のづ四Ｋ噸圏・［理Ｋ噸窪・［岨Ｋ噸
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三噸佃一一路・◎四Ｋ噸一寺・［理Ｋ噸一ト・の申Ｋ噸
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［咽細一一二皿Ｋ噸一の．［馨Ｋ噸一ｍ・国岨Ｋ噸

》・［咽佃一一露．。四Ｋ噸一召・［理Ｋ噸一馬・国幽Ｋ噸
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飛築増

弧ヨ慨

梨築堤
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謝需選慢（凹型劇倒Ｊ製投・旨）填七

＋囚・両ト［《［

咽畑罰寺四Ｋ噸ｍ・弓哩Ｋ噸の．田岨Ｋ噸

Ｃ電咽畑一一＠．函四Ｋ噸一ｍ・臼哩Ｋ噸一ｍ・雪嘩Ｋ鴫

◎＄咽佃一一ぬ四Ｋ噸一ｍ．⑳理Ｋ噸一国・白山Ｋ噸

の．①零咽佃一一望・寸皿Ｋ噸一圏．、理Ｋ噸一の．①岨Ｋ噸

》・雪国咽佃一一国・国四Ｋ噸一↑・＠理Ｋ噸一［・の山Ｋ噸

函．①圏咽畑一一画・国皿Ｋ噸一④．⑳理Ｋ畷一程．①岨Ｋ噸

畠［咽佃一一国四Ｋ噸一［．、理Ｋ鴫一等．ｍ山Ｋ鴫

①写咽佃一一》・面四Ｋ噸一寸．、理ｋ噸一ｍ・冒哩Ｋ畷

四・Ｓｍ刺佃一一［・の皿Ｋ噸一ぬ巨哩Ｋ噸一の．①山ｋ噸

↑・高函咽佃一一等・国四Ｋ噸一②．↑理Ｋ順一の岨Ｋ噸

［・霊［咽佃一一望・画皿Ｋ噸一圏・ト理Ｋ噸一毛．画岨Ｋ噸

①圏咽佃一一爵・国皿Ｋ噸一ｍ．＠理Ｋ畷一↑・臼幽Ｋ畷

》・っ認咽佃一一ｍ・国皿Ｋ噸一鵠．②理Ｋ畷一場．①山Ｋ噸

》・霊寸咽綱寺薗皿Ｋ噸沼．⑦理Ｋ噸

中西・国［

岨Ｋ噸

》・◎圏咽佃一一国皿Ｋ噸一等・画哩ｋ噸一』・の岨Ｋ噸
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Ｉ弓

Ｈ
掴
週
型

寸旦ミ
ド

、］叩

［［Ｑ面

Ｈ
鐸
丑
鋼

い、［望の

》×の

》×の

》×の

》×の

》×の

》×の

寺×の

》×の

》×の

》×の

》×の

》×の

》×の

》×の

》×の

》×の

》×の

つい［望め

つい［啓の

つい『凄の

つい［雪の

○ｍ［冨の

つい［冨の

つい［望め

つい［雷の

つい［雪の

つゆ［望の

つい【醤の

つい［凄の

＝(ﾉコ
＝〔
ﾉ
ｺ

蝉蹄
碍樋・停盛

押目・陣樋・惇幽
押辿
増停
増陣
鞘停
増陣
増陣
増惇
増陣
増陣
増陣
増惇
増陣
謂陣
増陣
増惇
増押
戦陣
増停
職陣
閑画
梢皿
隅田
用国
門田
門国
隅国
隅田
隅田
隅田
隅田
隅田
隅田
隅皿

1時、【、
園
祁

ｍ函
の函
↑囚
画函
の函
つめ

弓ＥＹつ

函、
のの
》ぬ
ゆめ
＠ｍ
↑ぬ
ｍ面

αの
つ》

一句
則
画》
画寸
守守
の》
①》
トマ
②》
①寺
つい

~L【つ

函山
ぬい
》ぬ
ぬい
①叩
』ぬ
めい
⑦叩

里ⅡｌＰ
園
細

つ函
胃C,』

管理者
長方形



[
－

榊煙
珊職与吊制裁

幻韓糎拝
円班
陣聖
停聖
陣斑
陣悪
惇聖
惇聖
陣聖
陣聖
停聖
惇聖
押鯉
停聖
陣聖
陣聖
停鰹
惇聖
陣班
陣聖
陣聖
停班
陣聖
押聖
陣鯉
停聖
陣鯉
停聖
惇聖
博聖
惇堅

弧匿違
停聖
停聖
陣聖
惇聾
弧嘆
飛喫

糊儒畿笹
常駄個に

需駄但士

（凶托一画制ｊ製程』居）填七

９．つ劇佃一一望．ｏ皿Ｋ噸一一等・・岨Ｋ噸

９．つ咽佃一一コ．ｏ皿Ｋ畷一一零．ｏ岨Ｋ噸

召・っ咽佃一一四・○皿Ｋ噸一一君．。岨Ｋ噸

弓・っ咽佃一一圏・ｏ四Ｋ噸一一馬・っ岨Ｋ噸

ざ。。咽畑一一謁・ｏ皿Ｋ噸一一忠．ｏ山Ｋ噸

き・ｏ咽佃一一雷・っ四Ｋ噸一一等．ｏ岨Ｋ噸

弓っ咽佃一一届．ｏ四Ｋ噸一一男・◎岨Ｋ噸

９．つ咽佃一一語．Ｃ皿Ｋ噸一一男．Ｃ岨Ｋ噸

ざ・っ咽佃一一詔・○皿Ｋ順一一雷．ｏ岨Ｋ噸

召・◎咽佃一一望．ｏ四Ｋ噸一一ｍ．◎山Ｋ噸

ざ・っ咽佃一一四・つ四Ｋ噸一一扇・っ岨Ｋ噸

召・◎劇細一一雪・っ四Ｋ噸一一園・っ岨Ｋ噸

ざ・◎咽佃一一四・つ皿Ｋ噸一一雷．Ｃ山Ｋ噸

ざ．ｏ咽佃一一望・っ唾Ｋ噸一一の．。岨Ｋ畷

ざ・っ咽佃一一望．ｏ四Ｋ噸一一駕・・岨ｋ噸

８．つ咽佃一一雪・◎唾Ｋ噸一一ｍ．ｏ山Ｋ噸

召．ｏ咽細一一弐・つ皿Ｋ噸一一ｍ・っ岨Ｋ噸

Ｓ・っ咽佃一一周．。唾Ｋ噸一一霊．Ｃ岨Ｋ噸

９．つ咽佃一一目・っ唾Ｋ噸一一謁・っ岨Ｋ噸

９．つ刺佃一一雷．ｏ四Ｋ噸一一謁・っ岨Ｋ噸

９．つ咽佃一一関・◎唾Ｋ順一一》・◎山Ｋ噸

ざ・っ咽佃一一畠．。皿Ｋ順一一馬・っ岨Ｋ噸

召．Ｃ馴細一一君．。四Ｋ噸一一露．。岨Ｋ噸

９．つ咽佃一一目．ｏ皿Ｋ噸一一器づ山Ｋ噸

巴．ｏ咽畑一－．．つ四Ｋ噸一一ｍ．。岨Ｋ噸

巴．。劇佃一一望・◎四Ｋ噸一一語．。岨Ｋ噸

ざ・っ咽佃一一畠・・四Ｋ噸一一湯．ｏ山Ｋ噸

ｇ・◎咽畑一一雷・◎四Ｋ噸一一ぬ．。岨Ｋ噸

Ｓ・◎咽細一一畠・っ皿Ｋ噸一一等・っ岨Ｋ噸

馬．ｏ咽佃一一馬・◎皿Ｋ噸一麗・っ理ｋ噸一》・［岨Ｋ噸

召・っ咽細一一画・◎四Ｋ噸一画・◎理Ｋ畷一程・っ岨Ｋ噸

雷・◎咽佃一一》・◎皿Ｋ噸一》・◎理Ｋ噸一①．◎岨ｋ噸

①．函咽佃一一園・◎皿Ｋ噸一望理Ｋ噸一ｍ・国岨Ｋ噸

ぬ・っ咽畑一一寸。ｏ皿Ｋ噸一画・っ理Ｋ噸一の．［岨ｋ噸

の・ト［咽佃一』．。馳常一望・［皿Ｋ噸一一ｍ・の山Ｋ噸

十四・零噸佃一一ｍ・函唾Ｋ噸一画・の理Ｋ噸一主・守山Ｋ噸

十↑・露咽佃一一寸・国四Ｋ噸一画・国哩Ｋ噸一圭・＠噸Ｋ噸

仲鋼

醸服

Ｋ話１
藍服
選服
選服
選択
選服

Ｋ話Ｉ
選恨
選択
陰服
選服
選択
選服
選服
醸服
醸服
選択
選択
選択
選択
陰服
選服
選択

Ｋ話Ｉ
醸服

Ｋ話Ｉ
選服
選服

Ｈ
埋
丑
座

司
吋

イ~

司
吋

Ｉ肴

司
吋Ｉ胃

司
吋

Ｉ胃

勺
４

Ｉ胃

司
吋

Ｉ胃

司
吋

Ｉ~

司
吋

Ｉ胃
胃

~
~

ヨ
門

胃
旨

~
Cvつ
C
Y
3
Cvう
C
v
つ
‘
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C
つ

目
戸

｡〔マコ
CYう

こ
つ
こ
つ
C
つ

~
白

Cvう
戦淵

こ
つ
白
目

Ｈ
廻
丑
週

ｍ［四国

＠匹C
つ

つ『四の

十
|
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＝Ｕ
．

＝〔
ぬ
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＝〔
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の

騨蹄

隅皿
門皿
隅田
隅田
門田
門田
門田
隅画
門口
隅田
門田
隅田
門田
隅田
隅画
梢Ⅲ
隅田
用国
隅田
門田
門田
隅田
隅画
閑画
隅田
隅田
門田
門田
隅田
梢迦
隅迦
隅迦
門尽
隅尽

冊増婁
停謹
陣謹

l鴨ﾛ|〔、
園
祁

◎の
弓〈
Ｃ

函①
の①
》①
ｍ④
①①
』①
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①①
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ｑ一

（弗塩Ｈ・沸佃噸）淵眺騒辱咽Ｈ語意鍵姻鱈姻鵬揮晋鴬

（判任）淵降職尽廻Ｈ週鯉姻請姻鵬禅留韓

ｏ
○

榊遅

躍旺牌

蕊装皿

榊彊喋騨霧回痘

獅之ＫＫ旦垢ｌ阻敏昂赴

謝馬選僅
ｓ扇いく埋回話幽

杵寂岬阻惹便

蕊恭皿話阻便嘩ロトトロ、ロ個薫

ｓ扇糸騨回話幽

ｘ杵侭窪巡ｅＫ杵Ｒｅ侶長阻惹

尋へ心第１

個惹ふく篭－個Ｅ排寂れ・ふく阻薫

ふく回薫厘

ふく。Ｋ群Ｒ個硬鵬十・ｘ杵Ｒ個惹

Ｈ空
注Ⅸ怪埋ね佃如

灘〆一へｅ昌国’二《狐墜遊ｅ咽州咽匿

抱佃〉嫡弧嵐懸咽匿

停哩加這難咽匿

急仙如加瞳迩釦匿

為仙如謎二へ《飛匿難釦嵐

画侍径磐ね

伽〉輪如飛墜遊《陣哩釦迦狐星鵡旦

泡佃如停哩・弧昼違咽屋
ｕ屋

ね佃如淵惇《陣岨皿迦堀二瀦旦

抱仙〉猟如謎

〆一へ。榔停《押哩《梨匿態皿墾〆今弱且

抱佃如逝馴網《謎舌《獄

牌《志血阻建《陣申切廻狐二鵡旦

抱佃〉蝿如謎畠ｅ

昌喜《淵樽《停岨・唾緋鞘咽迦狐鎚

泡仙〉州如謎ｅ昌唖？目［

ｅ《洲陣・停噸・飛匿慰組墾二濁旦

（居）咽填

中・臼巡幽の両沌粥屯田出口

”の距蹄屯田邸ロ

［、邸幽↑菌沌誰』・弓出口

画巡画一ト・画沌蹄一①．。邸ロ

三［幽幽一ｍ・寸沌粥一日出口

四・冒幽世のの沌粥の。邸ロ

ヨ幽幽可［沌弗

一四国沌蹄一

函争沌粥雪型ロ

四国沌誰国富出口

四哩幽守岨蹄［・雪幽ロ

、沌粥め・雪出口

↑邸型

ぬい。＠［

沌誰

①．。幽幽①．昌沌粥寓巡ロ

の里沌誰勾守巡口

仕劇

傘寸へめ

里［熊ｅ垢嘩ロ
篭Ｉ

噂ロミ［垢幽
のへ［

＠へ［

話Ｉ

話幽④宮・嘩口

里［鵠ｅ話幽
》へ［

国へ［

話幽国宮噂ロ
函へ〔

話際里［蕊ロ
選択

話幽里［噂ロ
雪宮

話赴ｌ噂ロ

選択錆ｅ話」

里［話赴里［

話幽乏［嘩口
のへ『

話赴里［嘩口

十
|
道
週
哩
目

国
目

目
ロ
＞

目
、』

目
目

目
目
＞

目
目

目

十
|
廻
丑
型

↑［Ｑ↑

函［Ｑ↑

↑［Ｑトロロト

つ函堅ト㎡［四↑

国［四』

①［Ｑ↑

つ［Ｑ』

＠［堅↑

Ｑ』

』［ロト面［Ｑト

中『Ｑ』

つ画。↑

［［」ト

［［ロト面［。↑

の［口障［［口

↑ごロトづ函。↑

蝉蹄

堵
堵
墳
晴

墳如仲

墳如仲

墳犯仲
棚
堤

禍藤山
狸
螺

口目

燕判萎返圧
霜
語

戻蝉
誰樋曝

誰佃隅

粥佃腰

誰髄曝

諦佃隅

粥佃曝

誰髄腰

誰佃曝

誰屋判

粥佃曝

誰屋判

粥艦判

誰屋判

詑塩判

離農判

1時ﾛ|【、
園
祁

Ｃ
Ｊ

。
。
司
吋

L
Ｏ
〈
◎
t
～

0
０

０
，
。~
。

Ｃ
Ｊ
~

Cv．
弓

守言
ピ
コ
ー

〈
ｐ
~

里ﾛI【、
国
祁

＠国
↑国

紳煙

嘆出腰聖且阻薫

謝馬詮慢

皿Ｊ岬鴇ｅ判式磯雲旦阻便

Ｈ翌

晦喧怪墾ね畑〉蝋志虹巽建・加崖難釦屋

（居）■蝋

の・国出世四ｍ沌蹄

件鯛
ミ［話幽

十
|
壇
週
腹

胃

十
|
纏
丑
鋼

ト淫の

騨蹄・戻蝉

救製埋毒巻

I
鴨
吹
国
鞭

胃

里
叩
国
祁

＠国

帥煙幻紳紅拝
弧唱
迦嘆

謝需畿怪（叩托一頃似Ｊ辿裡《旨）蝋わ

十国・等［咽畑一一卜・の四Ｋ噸一十国・守哩Ｋ噸一あ・画哩Ｋ噸

十雪雲咽佃一一中・函皿Ｋ噸一両・の理Ｋ噸一十①．、噸Ｋ噸

件劇

+
l
埋
玉
煙
宮
誼狸

Ｈ
廻
丑
週

の国四国

の函「ぬ

十
|
輝
丑
鋼

騨蹄

陣謹
陣芭

I借pIP
園
舶

↑①
、①

里
ﾛ
Ｉ
Ｆ
園
}
細

言C,』

管理者
長方形
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『
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》

マ

｜'｜L－
ＴｌＪ

ｒｌｌ
（蹄Ｈ拭哩）隙眺騒尋姻Ｈ詔蝉姻隻姻ヨ鴬

淵眺騒蒋垢（国の）瓜汰冨咽鵬禅留＃

Ｈ昌轟

抑側個」

押網個悟・掲但判

押担掴」

縛網掴倍・縛栂個判

旧但」・州阻当

惇州阻叫

悔側阻牒・縛州阻判

Ｈ呂垢醤

Ｈ旨阻に恥縛Ｈ民回士函相

Ｈ呂阻に亜縛Ｈ員回上》側

Ｈ呂但に函縛Ｈ民阻土“褐

Ｈ呂掴上叩縛Ｈ呂但に皿網

Ｈ呂回士函州

Ｈ呂個士恥押Ｈ民個に函網

Ｈ民阻土亜悔Ｈ呂囲に》判

島長
皿堤
皿墨
皿堤
皿騨
皿堤
皿堤
皿騨
皿堤

蝉運

韓概志

韓課志

韓諜志

韓桃布

韓概志

琵諜志

韓課志

蓮郷志

（旨）渦や

刊吐－聾■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

刊幽

』・函函・の［面・［［［

つ・の④・ト［函・↑［［

の・ぬ》・つ函↑・》［［

》・の②。ｏ函画・守［［

t
－
●

~［・＠［↑・函↑

の・のの。』［の・ぬ［［

国・函》・画［国・の①

④・ぬ》・函函》・ぬ［［

仲鋼

唖Ｋ菩恒垢判
壁服

悪Ｋ磐恒縮判
醸服

躯Ｋ升押
選択

哩隠升担
藍服

I謄叫【、
国
蝿

t
～
~

Ｃ
Ｏ
胃

。
）
胃

つ国
一C､』
国函
の函
》国

里
Ⅱ
ｌ
Ｐ
図
祁

』函

柳些
獅之ＫＫＵ阻控

藍圧蝉砕身呈赴判

緋謝馬選慢

紫量

郎喜十偶Ｋｘ入、＋蕊増

部再十紫還十料哩Ｊ塵

蕊量十浬捜如拭禦畠

杵猿ｗ阻惹笹

紫浸十拭哩雪

拭璽匡昌

紫還十獄Ｋｘ入、
部喜
獣再

丙巽増仁叶

部喜十葉漫と丹

Ｈ翌
幽母砕怪磐心ａ拙終謎急 ●

型ｅ岬屯剛蛸（ハ一一）一一【自国、ノー、トゴ［［目［ｅ咽哩僧〆今濁り一

幽砕母怪選謎合里ｅ

坪ね伽〉輸如由帥頓ｅ」劃冒弓佃迦狐多瀦Ｕ一

粟砕身咋異魯佃

〉輔如謎金型ｅ岬碍山ｅトゴ冒二佃迦星瀦Ｕ一

喧母母慢壊嬰母母叶禦ね佃如難金型ｅ岬・牌

噸・屯卿蛸ｅ」郵白員・組屋哩留胆Ｅｕ塑個章

適時砕砕怪埋巽砕母卜異

抱仙〉鞘如謎金型ｅ岬蝕馴類《糠惇《停嘩佃迦

抱佃如謎

金型ｅ岬《淵陣・唯納類ｅ昌函？［ｅｕ迦狐〆今瀦旦

ｕ迦狐ｓ鞘旦

聖母母咋禦急仙

知謎含・酸馴蛸《博嘩ｅ」郵昌二ｕ鯉狐＆鞘Ｕ一

謎金型

ｅⅣ急佃〉輸知電馴想ｅ昌函ｌ」郵昌二鯉佃屋

遮侍笹埋異砕身咋異

急佃〉輸如謎金型ｅ岬惇山ｅ白員？弓咽迦狐組

画侍母砕慢選

抱佃〉蜘如謎亀型ｅ坪《停嘩ｅ巡程昌二釦皿塵
抱仙

如謎亀ｅ巡程目［ｅ型ｅ岬《志傘繋連・惇山釦塑
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県営圃場整備事業（先進技術導入モデル事業亀田郷地区）に伴う平成７年度・平成８年度発掘調査報
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コー ド
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1５２０１ ７

主な時代 主な遺構

北

緯

３７度
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１
，
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